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作 品 名 写 真 制 作 者 寄 贈 者 設 置（建立） 年 石 碑、作 品 コ ン セプ ト 備 考 

林子平 像 

 

東京芸術大学名誉教授 

菊池 一雄 

河北新報社 

社長 一力 一夫 

昭和 52 年 6 月 21 日 

（1977.6.21） 

石碑あり 

河北新報社創刊 80 周年を記念してこの

像を寄贈 

平成の再整備時に伴い移設している。 

のぞみ 

 

阿部 正基 仙台青年会議所 
昭和 36 年 10 月 28 日 

（1961.10.28） 

第八回全国会員大会開催記念 

仙台青年会議所創立十周年記念にて寄贈 

平成の再整備時に伴い移設している。 

本作者の作品は公園以外にも学校敷地

内の銅像など多く設置してある 

志賀潔 像 

 

阿部 正基 志賀潔先生遺徳顕彰会 
昭和 44 年 10 月 17 日 

（1969.10.17） 

石碑あり 

仙台市名誉市民 

本作者の作品は公園以外にも学校敷地

内の銅像など多く設置してある 

平和記念像 

 

 

彫刻者：翁 朝盛 

鋳造：岡本 謙三 

宮城県内学校児童生徒 

職員 

宮城県民有志 

昭和 34 年 8 月 7 日 

（1959.8.7） 

市内の学校の児童生徒の募金により制作

されたとされている。 

市内でも 2番目に古い時期（1 番は青葉

山公園の昭忠碑）に設置された野外彫刻 

季の杜に 

 

一色 邦彦 
仙台市彫刻のあるまちづ

くり事業 

平成元年 4月 14 日 

（1989.4.14） 

コンセプト 

捲想（けんそう）のかいなの中で 男は為止（し

さ）さりし時の流れを 女は予感の中で・・・・ 現

在-うずくまった想いの中に 過去-男は去ってい

った時の流れを感じつつ 未来-女はこれからお

こる諸々のことを予感しつつ 

現地オーダーメイド方式※にて設置さ

れた作品。 

 

※現地オーダーメイド方式 

①設置場所の決定 

②その場所に合う作風の作家の選定 

③作家による現地視察 

④その場所に合った作品の制作 

谷風梶之助 像 

 

制作者：翁 観二 

石工事施工：高橋 嘉兵

衛 

河北新報社社長兼谷風会

会長 一力 一夫 

一力次郎嗣子 

昭和 46 年 7 月 26 日 

（1971.7.26） 
石碑あり 

仙台市は、河北新報社の一力会長が横綱

審議会の委員を務めていたこともあり、相

撲とは縁の深い土地柄である。 

時の広場 

-Piazza del 

Tempo- 
 

吾妻 兼治郎 
仙台市彫刻のあるまちづ

くり事業 

平成 9 年 1月 23 日 

（1997.1.23） 

コンセプト 

勾当台公園の円形花壇の空間を活発にするた

め、時計の指針の動きから発想して、針のような先

端鋭角の三角形態とし、先端を接地させた。作品の

方角は、制作地のイタリアのミラノを向くように

した。くり抜かれた三角形態の下面部を誰もが潜

り抜けてみたいと思うだろう。市民が彫刻の中に

溶け込み、空間が生きてきて、円形花壇に回転運動

が生ずる。時間が加わり、生きることにつながって

くる。針が動きだす夢のある広場、憩いの場となっ

てほしい。時とは生きることだ 

現地オーダーメイド方式※にて設置さ

れた作品。 

 

 

 

 

※現地オーダーメイド方式 

①設置場所の決定 

②その場所に合う作風の作家の選定 

③作家による現地視察 

④その場所に合った作品の制作 
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作 品 名 写 真 制 作 者 寄 贈 者 設 置（建立） 年 石 碑、作 品 コ ン セプ ト 備 考 

織姫 

 

雨宮 敬子 仙台ロータリークラブ 
昭和 62 年 5 月吉日 

（1987.5） 

石碑あり（作者コメント） 

 織姫は能動的横糸で秩序を求め 受動的経糸

でバランスを保ちながら 絶えざる成長を織って

行く 近代的で健康的な仙台の 平和で豊かな発

展を織りなす姿を表出しました 手に持っている

のは横糸を巻きつける はたおりの杼 冠は仙台

市の花 萩をあしらったものです 

作者は、彫刻のある街づくり事業の第 9

番目の作家に選ばれ、西公園の旧図書館に

も作品が設置してある。平成 12 年 3 月に

専門的な洗浄のうえ保護材を塗り保存処

置が施されている。 
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